
 

 

 

 

   

   

 

８月２２日に、赤磐市立中央公民館において、赤磐市制施行 10周年を記念して、史跡シンポジ

ウム「両宮山古墳とその時代」を開催しました。 

昨年度の発掘調査で、本来ならばそなわっているはずの葺
ふき

石
いし

や埴輪
はにわ

が両宮山古墳にはないこと

が確実になり（史跡だより第８号参照）、ますます謎は深まるばかりです。今回のシンポジウムで

はその謎に迫ろうと、それぞれの分野の第一線で御活躍の先生方に、最新の研究成果をふまえ、

両宮山古墳の解明に挑戦していただきました。 

当日は、会場がほぼ満席となり熱気に包まれました。会場からいただいた質問もこれまでにな

く多く、みなさんの関心の深さが分かりました。 

両宮山古墳をめぐる謎について、最新の研究成果から迫る！ 
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お知らせ 

「赤磐の王墓」 山陽郷土資料館企画展開催中！ 

 

中央公民館の東隣にある山陽郷土資料館では、毎年秋に企画展を

開催しています。今年度は、先に紹介したシンポジウムと関連し、

両宮山古墳をはじめ、市内に造られた「王墓」に迫ります。 

企画展では、弥生・古墳時代にこの地域を治めていた「王」の墓

からの出土品（銅鏡や特殊器台など）を展示しています。これらの

展示品を見ながら、「赤磐の王」について一緒に考えてみませんか。

みなさんのお越しをお待ちいたしております。 

 

期 間 ：平成 27年 10月 10日（土）～12月 10日（木） 

9：00～17：00（入館 16：30まで）月曜・祝日休館 

 お問い合わせ：山陽郷土資料館 電話：086-955-0710 

 

用木１号墳(赤磐市山陽)出土銅鏡 

 

両宮山古墳をめぐる様々な謎については、シンポジウム第２部におけるパネルディスカッショ

ンで、亀田修一先生（岡山理科大学）のコーディネートにより、活発な議論が行われました。こ

こに、その一部を紹介します。 

Ｑ：両宮山古墳は、これだけ巨大な前方後円墳でありながら、葺石もなく、

埴輪もなく、未完成の古墳だという説があります。また、日本書紀には吉

備勢力がこの時期（５世紀後半）に倭
わ

王権
おうけん

に対し反乱をくわだてたとあり

ますが、みなさんはどのように考えますか。 

反乱があったかどうかはとにかく、この時期には

吉備と共に葛城・紀伊の勢力が一斉に衰退していき

ます。倭王権の地域支配が進むことと連動している

のではないでしょうか。 

両宮山古墳が未完成の可能性は高いと思いますが、

これを反乱伝承と結びつけるのは、さらなる議論と検

証が必要だと思います。 

大阪にある河内大塚山古墳は、全長が 300ｍを超える大型の前方後円墳で

すが、埴輪と葺石がないことから、両宮山古墳と同じく未完成説があります。

この古墳の被葬者は、当時の政変に巻き込まれた人物の墓ではないかという

説があります。 
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